
養護施設児の学業不振に関する蘇究
或養護施設入所児の3年間に亙る算数学力の変化についての襖例研究（3）

、研究第6部 権平　俊子

1　目的

　径島県全養護施設児と、小、中学校在学児、各学年1

学級に対して、算数学力診断テストを行い、その結果に

っき、検討を加えて第23集に綴告した。その中の1養護

施設入所児につき、詳細の資料が得られたので、事例研

究を行ってζ第23、24：集に報告した。更に3年間に亙り

行った算数学力診断テストの結果及び、施設内で行った

算数学習の取り繊み等を加えて、算数科の学業不振に焦

点をあて、瑛例研究を行い、 その原因を探り、改善に役

立てたい．

H　方法

　1養護施設児（1985年小学生一男12名、女6名、中学

生一男2名、女1名、合計21名）に王986年、胃87年、”88年

の各1回、同時期に算数学力診断テストを行い、入所年

齢で、乳児院からの者 （A群》3歳以下（B群）　3歳

腰月～6歳（C群）6歳功月以上（D群） の4群に分け

て、そのテスト結果を対象児の学年の1986年の県全養護

施設児の平均と比較し、平均値との差を出し、3年間の

変化を見ると共に、算数科の学校の成績評価、知能推数

施設職員による施設内での行動、様子の評価、及び、19

86年”87年”88年施設内で行っている算数学習の施設全

体の実施状態、各子供の学習の取り組みを施設の算数学

習と学校の学習にっき，施設職員に5段階評価で評定し

てもらった結果を加えて検討し、盛例研究を行う。・

皿　結果及び考寮

　1．算数学力診断テストの結果

（1）3回行ったテスト結果の比較

　算数学力診断テストを1986年から年 1回3年間行った

者21名の結果にっいて、人数が少ないので統計的処理は

避けて、傾向をみると、次のようである。

a）1・2・3と上っていった者一4名19．眺

b）1・2は変動なく、3が上った者一2名9．5瓢

c）1より2が上って、2・3’は変動なしの者一31娼14．鵠

d）1より2が上り、 3が’ドったが、 1より3が高い者一

2名S．5驚

e）1より2が上って、1より3が下ワた者一3名143藩

f）1より 2が下り、　3が上ったが11より3が下った者

　一3名14．㌶

g）1よつ2が下って・、3が上り、1と3とでは変動ない

　者一1名4．錫

h）工・2。3と下っていった老一3名三4．砺

　 （2）1回テスト結果と3回テスト結果の比較

a）3回の方が上った者一U名52．鵠

b）3回の方が下った　者一9名妃。9瓢

c）変動しない者』1名4．纏

　以上の結果、上った者と下った者について、翼2検定

の結果、有意差纏認められな》、。

　 （3）入所年飴別にみたテスト結果

　入所年鈴別、A群（5名）　B群（5名）　C群（4名）

D群（7名）について、1回と3回のテスト結果を比較し

てみると、次のようである。

a）3回目の方が上った者

　A群一3名60．暁、B群一2名40．0欺C群一3名75。0第

　D欝一3名42．銘

b）3回目の方が下った者

　A群一2名40．傭B群一3名60．OZ　C群一〇名畷

　D群4名57．璃

a）1回目と3回目が変動しない者

　C群一1名25．鴫

以上の結果から・各群を比較してみると・¢群3歳肋月

6歳までに入所した者に上った老が多い。

　　2．施設内で行っている算数学習の状熊

　24集で報告したが、この施設では、津木裕史氏の方法

による算数科の学習指導を施設内で行っているら3年間

の施設での実施状態を施設職員に質問紙を送り回答して

もらった結果は次のようである。

　1）算数学習の有無

　”86♂87年指導員による算数科の拍導を実施した。

轡88年指導員の指導と本人の自習を併用した。

　2）指導の形態

　”85・”部年復数の子に複数の指導員宅の集団指導ビ・

　”88年個人指導と集団指導の併用　1二』』㌧　「’”い

　3）指導者について　　・　　　　　ρ　 ＼冴
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　”86・”87・”88年施設の職員が交代で当った。

　4）指導の回数と時間．平均して1週間に何回位実施

したか

　”86・”87年週5回、　”88年週4回。

　5）捲導時間（開始時刻と終了時刻）日課の中に決め

ていたか

　”86・”87年一30分　”88年一工5分と決めていた。

　6）撫導のための部屋。

　”8び8ブ88年部屋は特に用意しなかった。主に食堂を

使った

　7）”86”87”88年の各年の臼分の施設の指導の力の入

れ方にっき．5段階評価で評定してもらった。

　”86”87年は4、”88年は3である。

　3．施設で行っている算数学習に対する、各子どもの

取組み方

1986胃87”88年の各年の、各子どもの算数学習の取り組

み方につき、施設で行っている算数学習と、学校の算数

学習別に、施設職員に5段階評価で評定してもらった。

その結果について、各子どもの3年間の評定値の平均値

を施設、学校別に出して、算数学力診断テスト結果の1

回と3回とを比較して、上った群、変動しない群、下っ

た群に分けて、その群の平均値を出した結果は、次のよ

うである。

表1　各群別取り綴み方の評価値の3年間の乎均

人　　数 施設学習 学校学習

上った U（不明1） 3．O　sgl．20 2．5SD1．02

変動なし 1 L3 1．o

下った 9（不明2） 2．9SDO．72 2．4so9．82

　以上の結果から、学習の取り組み方については、上っ

た者、下った者に差はみられなかった。

　4，対象児の知能指数

　3回テストを行った21名中不明1名を除き20名の知能

櫓数の平均は101・15、SD12・78である。テストが1回よ

り3回が上ワた者11名中不明1名を除き、10名の平均は

10LO、SD6．86，変動なしの者1名は58、下った者9名

の平均は106・1、SO8・63である。変動なしの者はこの施

設内で1人だけずばぬけて低い。（次に低いのは93）課

題がむずかし過ぎて、変化しないのではないか◎上った

者、下った者の違いは殆んどない。

　5．楽例研究

　1）M。O，男（1回テスト時小学3年生）註i

　入所年齢5歳睡月、理由は母親が第5子出産後死亡、

父親は上2人の子だけ家に置き、生活が安定するまで，

施設で養育して欲しいということである。i，q，が99ある

のに、学力が低下して特殊学級に入級している。算数学

力診断テストの結果は・　1回～一26．5男、2回～一22．姥

3回～一5・娚と上っている。本児は入所当時から、性格

が暗かった。”86年に行なった佐野良五郎案の学梁不振

児のチェックリスト（以下佐野式チェックリスト）を行

った結果は、要注意、異常にはチェックされていない。

”86年に行なった調査で、性格は3．4、施設内の様子は

2。8と評価されている。（5段階評定で数が小さい方が望

しい）夜尿があり、万引きをしたこともあった。施設内

で行った算数学習では、初めは意欲がなく、10e問計算

が12、13分かかったが、晴月で2分で出来るようになっ

た。施設内の算数学習の取ウ組みにっいては、”86年～

5、”87年～3、”88年～3と評定されている。特殊学級

なので、学校の学習は殆んどない。しかし、だんだんに

算数の計算以外の他の領域も理解できるようになり、算

数学力診断テストの結果も上ってきた。それに伴なって

性格も明るくなり、夜尿もなくなり、情緒も安定してき

た。サッカーが好きになり、”88年にはマラソンや運動

会でよい成績をとるようになった。

　2）T・T・男（亘回テスト時小学6年生）註1

　1，Q，105丙親が離婚し、父親が親権者になったが、養

育能力に乏しい為、乳児院に入り、措置変更されて入所

した。算数学力診断テストの結果は、1回～←13．鴎、　2

回～招・鵬、3回～←43．2＝で3回が非常に上った。　”86年

に行った、佐野式チェックリストの結果は、要注意、異

常にはチェックされていない。低学年の時は、無気力で

強い劣等感があり、ひねくれた性格で、盗みをしたこと

もあったが、それもよくなってきた。隔7年に行った調

査では、性格は2。7、施設内の様子は2．5と評価され、

普通である。施設内で行った箕数指導の取り組みは、”85

年～5であったが、2回目のテストが下ると、施設内の

箕数学習を一層、真面目にこっこつ努力してやり、学校

の学習もやった詰果、3年目の頃には．学校の成綴の順

位が70番も上った。その後、母親が多額のお金を与えた

り、ファミコンや、音楽に夢中になり、落著きない生活

になってきたので、施設では注意して、見守っていると

のことである。

　3）L　N，（1回テスト時中学1年生）註1

　L砧107父親が死亡し、母親に養育の義務があったが

仕塒の関係上、子どもの養育によくない環境ということ
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で、乳児院に入り、措置変更で入所した。算数学力診断

テストの結果は1回～頚1．14、　2回～電4．2錺、3回～

＋30，76器と上った。”86年に行った佐野式チェックリス

トの結果は、要注意、異常にはチェックされていない。

　”87年に行った調査で、性格は3．0、施設内の様子は2．3

と評価されて、特に問題はない。施設内の算数学習の取

り組みは3年間とも2と評価され、学校の数学学習は、

”86年”87年2、”88年と3と評価されているが、高校の

受験勉強を熱心にやった結果、学校の数学の成績評価が

中1が215から中2と中3が3／5に上り、希望通 り高校

に合格した。本児は高校に入りたいという目 標を持ち、

受験勉強したことが学力向上に役立ったと思われるづ

　4）1．Y．（1回テスト時小学5年）、註1

　LQ．114入所理由は画親が調停離婚し、親権者は父と

なり、父方祖母に引き取られたが、祖母が病弱になり養

育困難なため乳児院に入り、措置変更で入所した。この

富例は24楽で施設職員に協力的でなく扱い難し、とレ、うこ

とと、施設内での学習をしなくなった、学校の勉強もし

ないということで取り上げたが、算数学力診断テストの

結果は1回～＋40．07＝、2回～＋36．75鑑、3回～碍0．35客

と下り気味で、”86年3／5、”87年415”、88年2！5と学

校の篁数科の成績評価も下ってきている。学習意欲がな

いことが心配され，”86年に行った佐野式のチェックリ

ストで、学習習慣不硅実型が要注意にチェックされてい

る。学校では、友達との関係はよく、交友関係も広い。

塾7年に職員が評価した結果では、性格は3．1で、施設

内での様子は3、2である。性格では、r暗い・強情であ

る・だらしがない・やる気がない・気分が変りやすい・

感情表現が乏しい。甘えない」が4段階にチェックされ

ているが、非常に我慨強い点もある。様子では、「リー

ダーシッブがとれない・勝手に振舞う」が4段階にチェ

ックされている。非行・反社会的行動、非祇会的行動は

過去・現在ともにない。これからみると、趨分の気持を

棄直に表現出来ず．相手に理解してもらえないことが多

い、子供のように思われる。施設内でし七いる算数学習

の取り組みは♂86年3、”87年3、齢88年1で、学校の勉

強の復習と予習をするは、”86年1、”87年1、”88年1、で

ある。施設職員の記録によると、行動面では、思春期に

入り・中学生らしく、みせようとする気持からか、いろ

いろな動きがみられ、気持の動揺が感じられた、という

ことである。これと学校の算数科の成績が下ったこと、

算数学習をしなくなったことと関係があるとも思われる

が、すでに、”85年に学習習償不確実型が要注滝になっ

ていた点で、学習態度について、施設でも、成綾がよい

うちから、気にしていた子供である．非行・反社会的、

非社会的行動は示していないが、情緒不安定な状態と学

習をしないことと、 関係があるのではないかと考えられ

る。施設職員が木児を扱う方針として』「話しかける・

励ます。誉める』をあげていることからも、糟神的な支

えが必要な子供だという 、判断があることが伺える。

　5）N・K・（1回テスト時小学2年生）註1

　LQ。115両親が不和になり、父親が本児を虐待する。

父母とも離婚する気にはなワたが．父親が太児を引き取

っても、 1定臓のない今の状態では、養育が出来ないと彰・

うことで、 2歳肋月で入所し飽δ 算数学力診断テストの

結果は1回～一7．88客、2回～＋2、5嬬、3回～一12． 43であ

る。学校の算数科の成綴評価は”86年V3、”87年2／5、

”88年1／5である。職員が評価した結果では、性格2．7

様子2。8で、過去に盗みを したことがある。学校で友達

をいじめたり、集団行動がうまくとれず、友達とのトラ

ブルがよぐあり困ったことがあづた◎施設内でしている

算数学習の取り報みは、”86年5、”87年3、”88年3、で気

が向くとよく頑彊るが、むらがあり、伸び悩む。指導者

がっいていると、よく順張る傾向がみられた。学校の勉

強の予習、復習は”86年1、”87年2、”88年2である。

L亀が高いのに、テスト結果、学校の成績はよくない。

”86年に施設内の学習によく取り想んだ結果．テスト及

び、学校の成績も上っている。木児の施設で、扱う方針

として、「甘えさせる・励ます。誉める』をとっている

ことは、指導老がっいてぴれば、よく学習するというこ

とに対する適切な扱いと思われるが、この施設の指導の

力の入れ方が胃86。87年4で”88年3と下っていることと

関係があるのではないかと考えられる。学習を自分の意

志でするという習慣がつくまでは、指導体制の影響も受

やす帆と思われる。

　駐1　文献2，295－301頁．文献3、241－249貢参

　　　照。

w　おわりに

　1986年から年1回、3年間に亙り、1葵護施設の入所

児に算数学力診断テストを行い・その結果を比較検討す

るともに、昨年迄の諸調査に、今年度は3年間、 施設で

行っている算数学習の奥施状況、各入所児の施設の算数

学習、及び学校の算数学習の予習、復習の取り紐み方に

っき。施設職員に5段階評定をしてもらった結果を加え

て、各対象児につき、その特徴を把えた。5亦例にっい

て、喜例研究を行った結果、1986年から、岸本氏の方法

でしている施設内での算数学習に、熱心に取り組んでい

る子は、効果が上っている傾向がみられたが、子供自身
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が高校進学などの目標を持った時に、箸しい伸ぴを示し

た。この傾向は他の施設でも同じようにみられた。この

施設で纏、算数学習につきr目先の変化にとらわれない

で、根気よく、指導していく必要がある。」という考え

で実行されていることに共感し、その努力に敬意を表し

たい。

（本研究はブロジェクト、学莱不振の実態と改善に関す

る研究の一環として行ったものである。ブロジェクト研

究の研究員の方々と徳島県児童相談所 森依顕氏、長年

に亙り，資料の蒐集に御鰯力頂いた施設の職員の方々に

深く感謝する。）
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